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例 口

１．本書は平成４年度に国庫補助金・県費補助金を受けて実施した「新潟市内遺跡発掘調査」

の報告書である。

２．調査は新潟市教育委員会が主体となり生涯学習課が主管した。

３．調査で得た資料は新潟市教育委員会が一括して保管している。

４．事前協議・現地調査から本書の作成に至るまで、多くの方々・機関よりご指導。ご協力を

いただいた。
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Ｉ新潟市域の遺跡概要

新潟市は信濃川・阿賀野川の河口部に位置している。市域の地形はある時期の海岸線を示す

10数列の砂丘列と砂丘間低地からなっている。砂丘間低地には砂丘列によって流路をさえぎら

れた河川が蛇行を繰り返した跡である自然堤防が散在するほかは潟湖などの低湿地が広がって

いる。また、市域は地盤沈下が著しいため、標高の低い砂丘列や砂丘裾部は自然堤防を始めと

する河川堆積物に覆われている部分が多い。

市域の遺跡は現在約100カ所確認されており、すべて砂丘列と自然堤防上に位置している。

遺跡の年代的出現は砂丘列の形成と関連しており、内陸の大江山・赤塚地区の砂丘列（新砂

丘Ｉ）では縄文時代中期以降の遺跡が、石山・濁川地区の砂丘列（新砂丘11）では縄文時代晩

期以降の遺跡が、現海岸砂丘列（新砂丘Ⅲ）では奈良時代以降の遺跡が確認されている。

縄文時代の遺跡は10数カ所あるが、いずれも石鍍を主体とする石器が少量出土しているのみ

で土器はほとんど出土していない。このため、いずれも集落ではなく狩猟の場であったと考え

られる。この状態は弥生時代後期まで継続するようである。

弥生時代・古墳時代の遺跡はそれぞれ数カ所あり、いずれも集落跡と見られるが、弥生時代

後期・古墳時代前期にややまとまった資料があるほかは断片的である。

奈良時代に入ると、古墳時代中期～後期にわたって農業生産性の低さからか遺跡がほとんど

営まれなかったと認められる市域に突如10数ヶ所の大規模な遺跡が営まれるようになる。

平安時代には60数遺跡と遺跡数は急増するが、奈良時代の遺跡と比べて規模が小さくなる。

中世の遺跡も50数遺跡と数は多いが、資料は断片的で詳細は不明である。

遺跡が立地する微高地は、近世以来市街化・集落化している部分が多いため遺跡の発見が困

難で、市街化・集落化していない部分の多くは開畑や砂丘間低地を乾田化するためなどの砂取

りによって削平が進んでおり、遺跡の遺存状態は良くない。また、海岸部の砂丘列（標高10数

ｍ～50数ｍ）は、その堆積砂の厚さから大規模な掘削時以外には遺跡を発見できず、発見時に

はその破壊が進んでいる場合が多い（注１）。さらに、前述の地理的要因から沖積面下（注２）

に埋没したままの未周知の遺跡もまだあるものと考えられる。

なお、市域またはその周辺に設置されたと考えられる古代城柵官筒の淳足柵・越後城・沼垂

城・蒲原津は、前述の遺跡の発見の困難さからか、いずれもその所在地を確認できていない。

注１市域北東端の奈良時代の製塩遺跡（東港太郎代遺跡：ＮＱ５・出山遺跡：NQ12）は港湾開

削時に砂丘を約10ｍ掘り下げた段階で発見され、遣存部分が緊急発掘調査された。

注２耕作により水田下より備蓄銭が出土する例（NQ104～107）や遺跡の大部分が沖積面下に

埋没していた的場遺跡（NoL113）の例などがある。
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IＩ平成４年度調査概要

１．管内調査概要

同年度は試掘調査８件、立ち会い調査16件、分布調査・踏査24件の計48件を調査した。

試掘調査は、緒立城館跡・荒所Ａ遺跡・丸山遺跡・小丸山遺跡・古屋敷遺跡・観音原遺跡で

実施した。小丸山遺跡では平安時代の掘立柱建物の柱穴と見られる遺構と遺物包含層が遺存し

ていることが確認されたが、他の調査ではいずれも遺構・遺物包含層等は遺存しておらず、工

事は着工された。２章にその概要を記す。

立ち会い調査は下水工事・水道工事・砂取り・個人宅造等に伴って16件実施したが、遺物包

含層・遺構等は確認されず、工事は継続された。

分布調査は埋蔵文化財包蔵地の周知範囲外で、ゴルフ場などの大規模開発に対して３件実施

したほか、試掘調査・立ち会い調査の事前踏査として計24件実施している。

遺跡番号
遺跡名

３２

緒立城館跡

２

荒所Ａ

１３

丸山

8８

小丸山

３１

古屋敷

1３

丸山

3２

緒立城館跡

６０

観音原

４

神谷内

1０

前山

8８

小丸山

３５

宮浦

8６

下場

８５

石動

1６

大淵

８６

下場

８５

石動

調査原因
届出 ・ 通 知 等 年 月 日

県道
３．１１．１３５７条の３

ゴルフ練習場
４．２．２１５７条の２

農道
３． ７．２５７条の３

個人住宅
４．４．１４５７条の２

個人住宅
４．５．１４５７条の２

個人住宅
４．７．１７５７条の２

県道
３．１１．８５７条の３

学校体育館・プーノレ
４．１０．１６５７条の３

宅地
事前協議

県道
３．１１．１３５７条の３

砂採取
４．７．１７５７条の２

個人住宅
２．８．９５７条の２

個人住宅
４．５．１４５７条の２

下水 道
４．３．１９５７条の３

水道
４．９．１５７条の３

水道
４． ９．５５７条の３

エ場増築
４．６． ３ ５ ７ 条 の ２

下水道
４．８．１２５７条の３

下水道
４．６．２６５７条の３

届出・通知地番
面 積

小新字尾立４，１０１－４ほか
３４．Ｏ２０ｎｆ

小新字尾立４，０９５ほか
５４．ＯＯＯｎｆ

山崎字下荒所６，２００ほか
１，２００㎡

丸山ノ内善之亜組字前郷435
８１６ｎｆ

直り山字小丸山966-1
２５２ｎｆ

松崎字西6５４－２ほか
４９９１１ｆ

丸山ノ内善之亜 組 字 浦 郷
5８４－１ほか８８.Ｏ２０ｎｆ

丸 山 ノ 善 之 亜 組字前郷300
１．６５０ｎｆ

小新字尾立４，１０７ほか
１０.ＯＯＯｎｆ

赤塚宇土江外２，０４８ほか
２６．５６０ｎｆ

神谷内字居浦3３０－１
１０，６４８㎡

北山字前山342
１８６１rｆ

直り山字小丸山966-1
２５２ｎｆ

河渡字宮浦郷 地先
１，３４０㎡

下場本町１－１２地先
２２８ｎｆ

石動112地先
７６ｎｆ

大淵字天神浦１，５７２－１ほか
１４ｎｆ

下場本町
２１３ｎｆ

石動地先
９２０ｎｆ

３

調査区分
調査期間

試掘調査
４．１０．１３．

１４

試掘調査
４．２０～２２

試掘調査
４．３０

試掘調査
６．１６～１９

試掘調査
４．７．２２

試掘調査
1０．２７．２８

試掘調査
３．８～１０

試掘調査
３．２０～２２

立会調査
８．１３

立会調査
８．１８

立会調査
９．１

立会調査
９．１．９

立会調査
９．９

立会調査
９．９

立会調査
９．１１．１４

立会調査
９．２５

立会調査
９．２５

調査結果・遺跡の取扱い

遺物・遺構とも確認され
なかった。 慎重工事

遺物・遺構とも確認され
なかった。慎重工事。

遺物・遺構とも確認され
なかった。慎重工事。

平安・近世の包含層・遺
構確認。後日立会調査。

遺物・遺構とも確認され
なかった。慎重工事。

遺物・遺構とも確認され
なかった ０ 慎重工事。

遺物・遺構とも確認され
なかった。慎重工事。

遺物・遺構とも確認され
な か っ た 。 慎 重 工 事 。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった◎ 工事継続。

包含層に工事が及ばない
ことを確認。工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なか やつ k二 ◎ 工事継続。

遺物・遺構とも確認され
な力塾 写つ k二 。 工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

遺物・遺構とも確認され
な か っ た 。 工 事 継 続 。

遺物・遺構とも確認され
なかった◎ 工事継続。



遺跡番号
遺跡 名

2６

上 中沢

４９

石ナゲ山

１１２

山木戸

１１

前山

１６

大淵

３０

竹尾

４１

大薮

1３

丸山

９９

道下

８８

小丸山

(島見町）

1３

丸山

１１

前山

1６

大淵

３５

宮浦

８５

石動

３１

古屋敷

４

神谷内

(島見町）

８６

下場

1０

金塚山

8４

本所居館跡

１１２

山木戸

(久蔵興野）

2６

上中沢

２５

築上山

1３

丸山

４１

大薮

８４

本所居館跡

８７

江口館跡

３０

竹尾

1６

大淵

調査原因
届出・通知等年月日

学校プ ー ル
４．１０．５５７条の３

砂採取
6２．９．１４５７条の２

個人住宅
４．１０．２５７条の２

個人住宅
４．５．２９５７条の２

個人住宅
４．１２．１５５７条の２

下水道
４．１２．７５７条の３

下水道
４．１２．３５７条の３

個人住宅
４．４．１４５７条の２

バ スターミナノレ

事前協議

個人住宅
４．５．１４５７条の２

コンクリート破砕場
４．９．１０ 調査依頼

県道
３．１１．８５７条の３

個人 住宅
４．５．２９５７条の２

工場
４．６．３５７条の２

下水道
４．３．１９５７条の３

下水道
４．６．２６５７条の３

個人住宅
４．７．１５７条の２

砂取 り
４．７．１７５７条の２

ゴル フ 場
事前協議

下水道
４．８．１２５７条の３

工事
４．９．１８５７条の２

下水道
４．９．１８５７条の３

個人住宅
４．１０．２５７条の２

変電 所
４．１０．１ 調査依頼

学校フ．－ﾉレ
４．１０．５５７条の３

学校プール
４．１０．１６５７条の３

学校 体育館・プール
４．１０．１６５７条の３

下水道
４．１２．３５７条の３

県道

市道歩道

下水道

事前協議

事前協議

４．１２．７５７条の３

個人 住宅
４．１２．１５５７条の２

届出・通知地番
面 積

鳥屋野３丁目１，３０７－２ほか
１．９５８ｎｆ

赤塚字板藤６，４４７ほか
１６４，５８６㎡

山木戸４－１６－２２
9ｎｆ

北山字前山353
４９３ｎｆ

大淵字天神浦１，２７９－２
６９ｎｆ

紫竹７丁目地 先
７５１ｎｆ

赤 塚 字 大 薮 地先
１，２８６㎡

丸山ノ内善之亜組字前郷435
８１６ｎｆ

中権寺433ほか
１８，６５４㎡

直り山字小丸山966-1
２５２ｎｆ

島見町字船橋４，６４４－１ほか
１０.Ｏ４３ｍｆ

丸山ノ内善之亜組字浦郷
5８４－１ほか８８，０２０㎡

北山字前山353
４９３ｎｆ

大淵字天神浦１，５７２－１ほか
１４IIf

河渡字宮浦郷地先
１３４０ｎｆ

石動地先
９２０ｎｆ

松崎字西6５４－２ほか
４９９㎡

神谷内字居浦330-1
10,6481㎡

島見町字荷替坂４，３４０ほか
１．０９９，０００㎡

下場本町地先
２１３㎡

丸山字金塚223ほか
１，５２３㎡

本所地内
２８０㎡

山木戸４－１６－２２
９㎡

久蔵興野字下郷地257 ほか

２．５００㎡

鳥屋野３丁目１，３０７ほか
１．９５８ｎｆ

新崎5437
８５８㎡

丸山ノ内善之亜組字前郷300

赤 塚 字 大 薮 地先

本所・江口地先

本所・江口地先

紫竹７丁目地先

１，６５０㎡

１，２８６㎡

６９．０００㎡

３．５００IIf

７５１㎡

大淵字天神浦１，２７９－２
６９ｎｆ

４

調査区分
調査期間

立 会 調 査
1０．６

立 会 調 査
1０．１４

立会 調 査
1１．２

立会 調 査
1１．９

立会調査
２．４

立会 調 査
２．１７

立会 調 査
３．２１

分布調査
４．１５

分布調査
５．２

分布 調 査
５．１４

分布調査
５．１５

分布調査
５．２８

分布調査
５．２８

分 布 調 査
６．３

分 布 調 査
６．１５

分布 調 査
６．３０

分布調査
７．１７

分布 調 査
７．２３

分布調査
７．２３

分布調査
８．１８

分布調査
９．２２

分布調査
９．２２

分布 調 査
1０．２

分布調査
1０．５

分 布 調 査
1０．５

分布調査
1０．２０

分布調査
1０．２０

分 布 調 査
１２．４

分 布 調 査
1２．１０

分布 調 査
1２．１０

分布 調 査
1２．１６

調 査 結 果 ・ 遺 跡 の 取 扱 い

遺物・遺構とも確認され
なかった。ニエ事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。 工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

遺物包含層・遺構とも確
認 さ れ ず 、 工 事 継 続 。

遺物・遺構とも確認され
なかった ０ 工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

遺物・遺構とも確認され
なかった。工事継続。

過 去 に 遺 物 採 集 。 後 日 、

試掘調査を実施する。

遺物の散布は認められな
い。慎重工事。

過去に遺物採集。後日 、

試掘調査を実施する。

遺物の散布は認められな
い。’慎重工事。

過去に遺物採集。後日 、

試 掘 調 査 を 実 施 す る 。

削平が著しい。後日、立
会調査を実施する。

隣接地で遺物採集。後日 、

立会調査を実施する。

遺物採集できず。後日 、

立会調査を実施する ０

隣接地で遺物採集◎後日、
立会調査を実施する。

過去に遺物出土○ 後日 、

試掘調査を実施する ０

過去に隣接地で遺物採集
後日、立会調査を実施。

○

遺物の散布は認められな
い。慎重工事。

遺物採集できず。 後日 、

立会調査を実施する。

遺物採集できず。５年度
に立会調査を実施予定。

遺物の散布は認められな
い。慎重工事。

過去に隣接地で遺物採集
後日、立会調査を実施。

◎

遺物の散布は認められな
し､。慎重エ事。

過去に隣接地で遺物採集
後日、試掘調査を実施。

０

遺物採集できず。５年度
に立会調査を実施予定。

過去に隣接地で遺物採集
後日記試掘調査を実施。

過 去 に 隣 接 地 で 遺 物 採 集
後日、立会調査を実施。

○

０

遺物の散布は認められな
い。慎重エ事。

遺物の採集できず。後日 、

立会調査を実施する。

過去に隣接地で遺物採集。
後日、立会調査を実施。



２．試掘調査概要
おたて

１）緒立城館跡（第３図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は新潟市小新字尾立4097番地ほかの自然堤防上の宅

地・畑地と沖積地（水田）に立地する堀と士塁を備えた方一町の単郭の城館跡として周知され

ていた。遺跡周辺は近年まで非常に低湿な（標高０ｍ以下）農村地帯で舟運を主要な交通手段

としていた所であったが、昭和50年代以降の北陸高速自動車道・国道116号線新潟西バイパス

等の開通により交通至便な土地として脚光を浴び、この数年間開発が急増してきている。

遺跡の発見と周知は昭和43年に行われた北陸高速自動車道建設に先立つ分布調査による。こ

の際に、「航空写真を参考にしながら同地の調査に当ったが、緒立八幡宮から100メートル程

離れた新潟市小新字尾立の大山祇神社と民家を含む120メートルほどの地域に士塁と濠に囲ま

れた中世の館跡を思わせる遺跡を発見した。緒立、亀貝道に面した大山祇神社側には往時の士

塁の一部と堀の一部が残存して居り、その横に堀跡の一部も残存し裏は田んぼになっているが、

航空写真で見ると、その田んぼには濠跡と見られる個所が黒く線をなしていることから館跡で

あることをつきとめた」（『新潟市1975」）という。

昭和48年には周知範囲南西隅が主要地方道新潟・燕線のバイパス建設に係ることとなったた

め、上原甲子郎氏を調査担当として市教育委員会主体で発掘調査が行われ、「濠の一部と考え

られる部分」（『新潟市1975』）が検出されたものの遺物は出土せず、遺跡の性格・時代等は

不明のまま現在に至っていた。

今回の調査は、周知範囲北側の水田でのゴルフ練習場建設と周知範囲南西隅（宅地部分）で

の主要地方道新潟・燕線（昭和48年一部発掘調査実施）の拡幅が計画されたことから、遺跡の

範囲と性格等の確認を目的として実施することとなった。

②調査調査は４月１３．１４日に、遺跡発見時に水田部分にあると言われていた堀跡の検出に

よる遺跡範囲の確認を主目的として、また、周知範囲の東側隣接地についても開発予定地に隣

接する黒埼町緒立Ｃ遺跡の開発範囲への広がりを確認できるよう試掘坑を設定して実施した。

宅地部分では、４月１４日に主要地方道拡幅に係る周知範囲南西隅に１カ所、北西隅に２ヵ所

の試掘坑を設定して人力で試掘調査したが、いずれも湧水のため人力では地表より１ｍ程度し

か掘削できず遺跡の遺存状態等を明確にできなかったため、３月８～１０日にバックホウを使用

して補足調査を実施した。

なお、水田部分は地盤が非常に軟弱なためバックホウは鉄板の上で移動・稼働させ、試掘坑

埋め戻しの際には表土下に数10ｃｍの厚さで砂を敷くなどして耕作地盤の安定確保に努めた。

③調査結果と遺跡の取扱い水田部分の試掘坑はガツポ（マコモ・アシ等の腐植）を多量に

含む粘土・シルト層を主体とした軟弱な士層のみで、安定した地盤や遺物・遺構は確認されな

かった。遺跡発見時に航空写真の観察から堀とされた部分は深さ約20ｃｍ，幅７～10ｍ程のガツ
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ポが自然堆積した谷地であり、水田部分にまで遺跡が広がっていないことを確認した。

また、宅地部分の調査でも近世～現代の遺物・遺構（土葬墓）しか確認できなかった。

以上の結果から、「緒立城館跡」は周知されていたような中世城館跡ではなく、近世に自然

堤防上に営まれた集落であることが確認された。

この結果をもとに、県教育委員会と協議した結果、開発による埋蔵文化財への影響はないと

判断され、県教育委員会から事業者あてに慎重に工事を実施するよう通知された。

あらところ

２）荒所Ａ遺跡（第４図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は新潟市山崎字下荒所6219甲ほかの標高８～15ｍの

砂丘上に所在する縄文時代の遺物包含地として周知されており、過去に石鍍・石匙・縄文士器

片が採集されている。

今回の調査は周知範囲西端から南側隣接地を巡る農道建設が計画されたため、事業主体者の

県巻農地事務所と県教育委員会・市教育委員会との協議により、事前に遺跡の範囲・遺存状態

等を確認するために試掘調査を実施することとなった。

②調査４月２０～２２日に周知範囲西端の開発に係る部分を中心に、また、周知範囲の東方に

も荒所Ｂ遺跡・赤塚神明社遺跡・ツル子Ａ遺跡等が点在しているため、開発範囲東端に至るま

で一定間隔で２４カ所の２ｍ×３ｍ大の試掘坑を設定して調査した。

なお、周知範囲周辺では調査時に葉タバコを始めとする作付けが行われていたため、試掘坑

の位置は開発範囲内に限定された。

③調査結果と遺跡の取扱いいずれの試掘坑からも遺物・遺構・遺物包含層は確認されず、

開発範囲への遺跡の広がりは確認されなかった。

この調査結果をもとに、県教育委員会と協議した結果、開発の埋蔵文化財への影響はないと

判断され、県教育委員会から事業者あてに慎重に工事を実施するよう通知された。

なお、市域の縄文時代の遺跡は石鍍等の少量の石器と微量な土器が出士するのみであること

から、その性格は集落ではなく狩り場的なものであると考えられる例が多く、本遺跡もそのひ

とつと考えられる。

まるやま

３）丸山遺跡（第５図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は丸山ノ内善之亜組字前郷435ほかの標高２ｍ～６

ｍの砂丘上の畑地・宅地に所在する平安時代の遺物包含地として周知されていた。平成元年度

に行った周知範囲西側の工場増築時の立ち会い調査と平成３年度に行った周知範囲東側部分で

の試掘調査により、遺跡が立地する砂丘は過去の砂取りにより頂部が数ｍ削平されているもの

の、砂丘裾部には遺構・遺物包含層が遣存している可能性があった。過去の採集遺物には土師
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器・須恵器破片があり、平成３年度の調査では縄文土器片が１点出土している。

今回の調査は周知範囲南端（砂丘裾部）での木造個人住宅の建築と周知範囲北端（砂丘間低

地）に隣接する小学校体育館・プールの建設及び遺跡周知範囲を南北に縦断する県道横越・新

潟線の拡幅が計画されたため、事業主体者・県教育委員会と協議した結果、遺跡の遺存状況と

埋蔵文化財への開発の影響を調査するために試掘調査を実施することとなった。

②調査個人住宅に係る部分を４月30日に、小学校体育館・プール・県道に係る部分は10月

２７．２８日に、砂丘斜面の高低方向に長い試掘坑を合計１３カ所設定して、遺構・遺物包含層の遣

存状況を調査した。

③調査結果と遺跡の取扱い県道に係る部分では、３トレソチ（周知範囲南端、砂丘裾部）

から土師器長葵破片・須恵器杯破片（第２図16～18）が出土したが、いずれも撹乱層から出土

しており、本来の遺物包含層とは認められなかった。個人住宅・小学校体育館・プール予定地

ではいずれの試掘坑からも遺構・遺物は確認されなかった。砂丘頂部は特に削平が進んでおり、

表土（耕作士）直下は基盤砂層（明褐色砂）となっていた。砂丘裾部では削平が基盤砂層にま

で及んでいない部分もあるが、遺物包含層・遺物は確認できなかった。

調査結果をもとに、県教育委員会と協議した結果、開発による埋蔵文化財への影響はないと

判断され、県教育委員会から事業者あてに慎重に工事を実施するよう通知された。

こまるやま

４）′j,丸山遺跡（第６図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は新潟市直り山字小丸山966番１ほかの砂丘上の畑

地・竹薮に所在する平安時代の遺物包含地・集落跡として周知されている。遺跡が立地する砂

丘は標高が低いためその大部分が洪水堆積物に覆われており、遺存状態は良好である。

昭和61年には周知範囲西側が団地造成に先立って発掘調査され、平安時代の掘立柱建物・井

戸・畑跡などの遺構や、緑紬陶器生地・須恵器・土師器・斎串など多量の遺物が出土している。

今回は周知範囲東側の砂丘頂部から南斜面にかけての部分で木造個人住宅の建築が計画され

たため、遺跡の遣存状況と開発の影響を確認するために試掘調査を実施することとなった。

②調査６月１６日～１９日に砂丘南斜面の高低方向に長い試掘坑（２ｍ×３ｍ大）を３カ所設

定して遺構・遺物包含層の遺存状況を調査した。遺物包含層までの土居の除去にはバックホウ

を使用し、遺物包含層から遺構確認面までは人力で精査した。

③調査結果いずれの試掘坑にも平安時代と近世の遺物包含層が良好な状態で遺存しており、

北トレンチ（砂丘頂部側）からは平安時代の掘立柱建物の柱穴と見られる遺構が検出された。

④出土遺物平安時代・近世の遺物出土量は平箱２箱ほどで、いずれの試掘坑からも出土し

ている。なかでも北トレンチの遺構覆土から須恵器杯蓋（第２図１）が出土している。また、

近世の遺物包含層から、ほぼ完形の培焔（ほうろく）３個体（第２図13～15）が焼土と炭に混
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じって出土したほか、陶磁器の破片・泥めんこ（第２図１１．１２）が若干ある。

⑤調査後の遺跡の取扱い遺跡は良好な状態で遺存していたものの、開発による地面掘削

（木造個人住宅基礎工事・上下水管設置工事）は遺構・遺物包含層の遺存している深度まで及

ばず、埋蔵文化財に影響しないことが確認されたため本格調査は実施せず、住宅の基礎工事の

際に市教育委員会職員が立ち会うことが、県教育委員会から事業者に対して通知された。

ふるやしき

５）古屋敷遺跡（第７図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は新潟市松崎字東500ほかの自然堤防上の畑地と水

田に立地する室町・江戸時代の遺物包含地として周知されていた。過去の採集遺物には陶質土

器片等があり、昭和60年には範囲等確認調査が実施されている。

今回の調査は周知範囲西端で木造個人住宅の建築が計画されたため、昭和60年に実施した範

囲等確認調査の結果を補い、遺跡の遣存状況と埋蔵文化財への開発の影響を調査するため試掘

調査を実施することとなった。

②調査７月22日に、最も深く掘削される浄化槽設置部分に２ｍ×４ｍ大の試掘坑を１カ所

設定してバックホウにより掘り下げ、遺構・遺物・遺物包含層の遣存状況を調査した。

③調査結果と調査後の遺跡の取扱い遺構・遺物・遺物包含層は確認されなかった。調査地

の層序は非常に軟弱なガツポ（マコモ・アシ等の腐植）層の上に粘土層。粗い青灰色砂（いず

れも埋め士）となっており、開発範囲への遺跡の広がりは確認できなかった。

調査結果をもとに、県教育委員会と協議した結果、開発による埋蔵文化財への影響はないと

判断され、県教育委員会から事業者あてに慎重に工事を実施するよう通知された。

かんのんばら

６）観音原遺跡（第８図）

①遺跡の概要と調査に至る経緯本遺跡は新潟市赤塚字士江外2048番地ほかの沖積地内の島

状の畑地に立地する縄文時代の遺物散布地として周知されていた。過去の出土遺物には、道路

工事の際に出土した磨製石斧がある。また、「赤塚村大字赤塚諏訪神社境内」（『真島1954』）

は本周知範囲をさすものと考えられ、須恵器の採集が記録されている。

今回は、県道赤塚停車場・赤塚線の拡幅工事が周知範囲北側に係るため、遺跡の遣存状況と

開発の遺跡への影響を確認するために試掘調査を実施することとなった。

②調査平成５年３月２２日～２４日の３日間にわたって遺跡の状況を把握するため周知範囲全

域に２ｍ×５ｍ大の試掘坑を合計１０カ所設定してバックホウによって掘り下げ、遺物・遺構・

遺物包含層の有無、士層の状況を調査した。

③調査結果と遺跡の取扱い周知範囲北側から中央部の地表下0.3～３ｍに東西に延びる砂

丘列と考えられる砂層が埋没しており、その上には腐植を含む粘土層と砂層（水田を畑にする

８
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第８図観音原遺跡（位置図：１／1,500）
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